
2.3.4 IoTセンシングデバイス

（1）研究開発領域の定義
MEMSセンサを代表とする高性能・高機能なセンシングデバイスの研究開発により、健康で便利に暮らせ

安心・安全なスマート社会の基盤となるInternet of Things（IoT）を実現する。MEMSセンサや化学セン
サ、光学センサ、量子センサなどセンシングデバイスの高感度化、高信頼化、低消費電力化、小型軽量化、
低コスト化、MEMSプロセス技術の高度化、複数のセンサの融合、プリンテッドエレクトロニクス技術などの
研究開発課題がある。

（2）キーワード
MEMS（Micro Electro Mechanical Systems）、弾性波デバイス、慣性センサ、気圧センサ、マイクロフォ

ン、光学センサ、LiDAR、TOFイメージセンサ、圧電デバイス、化学センサ、バイオセンサ、病原体・生体
機能分子センサ、人工嗅覚センサ、IoT分子センサ、量子計測、量子センシング、ダイヤモンドNV中心

（Diamond Nitrogen–Vacancy Center）、量子生命科学

（3）研究開発領域の概要
［本領域の意義］

Society 5.0やIoTに代表されるスマート社会を築くために、人工知能や通信（ネットワーク）と並んで主
要な構成要素がセンサ（センシングデバイス）である。センサは人工知能や制御システムの入力となり、その
応用はIT機器、オーディオ機器、ロボット、ドローン、VR・ARシステム、自動運転車、医療機器など、今
後のイノベーションのキーとなるほとんどのシステムに広がっている。これらの応用のためのセンサとしては、
画像・映像を取得するイメージセンサや、加速度、圧力、音などの多様な物理量を検出・測定可能な 
MEMSセンサが重要であるが、今後はこれらに加えて健康・医療などの応用分野で安定して使い易い化学セ
ンサ（バイオセンサ、分子識別センサ、匂いセンサ、ガスセンサなど）や、従来手法よりも感度の高いダイヤ
モンド中のNV中心（Nitrogen–Vacancy Center）を用いた量子センサなどの開発も期待され、各種の物
理センサや化学センサと集積回路（IC）やプリンテッドエレクトロニクスとの組み合わせも重要になると考え
られる。

本研究開発領域ではIoTに関わるMEMS技術・センサ、化学センサを中心に、新たな光学センサ、ダイヤ
モンドNV中心による量子センサを取り扱う。 MEMSセンサに代表される物理センサは、アカデミアから企業
まで高性能化、小型化、低価格化などのための研究開発がダイナミックに進展している。有害物質のモニタリ
ング、病気診断、健康管理などで用いられる化学センサについては、できることできないことを明確にした上で、
その特徴を活かして目的を達するための研究開発が求められるようになってきている。光学センサの代表であ
るイメージセンサは防犯カメラやスマホのカメラなどですでに広く使われているが、最近では自動車への応用
を目指して3次元的な位置情報を取得するLiDAR（Light Detection and Ranging、Laser Imaging 
Detection and Ranging）の研究開発も活発になっており、光センサによる新たな情報の取得も重要になっ
ている。さらに、量子効果を利用して従来よりも高感度な検出が可能なセンサとして量子センサが期待されて
おり、応用に向けた機能実証が求められる。

スマート社会に関連する産業では、欧米中のサービスプラットフォーマが覇権を握り、高い利益率を確保し
ているが、それ以上に高い利益率を確保しているのがデバイス・モジュールメーカである。日本の企業がサー
ビスプラットフォーマに食い込むことは容易ではないが、デバイス・モジュールに強い企業が多く、日本にとっ
て本研究開発領域の重要性は極めて高い。
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［研究開発の動向］
	● MEMS技術・センサ
MEMS技術によるセンサとしては、スマートフォン、TWS（True Wireless Stereo）イヤホン、スマートウォッ

チなどのIoT機器を例にとると、マイクロフォン、加速度センサ、ジャイロスコープ、および圧力センサ（気圧
センサ）などが使われている。また、クロック発振器の一部もMEMSである。これらのセンサの技術は継続
的に革新され、その結果、低コスト化・小形化と高性能化が進んでいる。小形化について、例えば、加速度
センサの大きさは、近年、チップ面積にして約1/10に小型化されているが、これはウェハレベルパッケージ
ングやTSV（Through Silicon Via）といった技術の高度化によるところが大きい。

高性能化については、自動運転やロボット制御など用いられるジャイロセンサ、LiDAR、音声認識のため
のマイクロフォン、上下動を測定する気圧センサ、資源探索等のための重力センサ（高感度加速度センサ）な
どの研究開発が進んでいる。現在、自動運転に用いられているジャイロセンサは、典型的には100万円台以
上と高価な光学式であり、MEMSジャイロセンサを高性能化することによってこれを置き換えることが期待さ
れている。 MEMSマイクロフォンも高性能化が進んでいる。音声認識率はマイクロフォンの性能によるところ
が大きいが、数年前に新方式のMEMSマイクロフォンがInfineon社によって実用化され、ハイエンドの
TWSイヤホン等に使われている。高性能MEMSマイクロフォンを用いて、CO2を光音響法で検出するガスセ
ンサも登場している。この方法は、前述の化学物質吸着にともなう問題とは関係なく、CO2 の長期間・高感
度モニタリングに好適である。最近では、高性能MEMSマイクロフォンを用いたレンジファインダーも登場し
ている。気圧センサの高性能化も進み、これまで多くの気圧センサがシリコン歪ゲージ式であったが、静電容
量式で汎用的なものが各社から発売された。そのノイズレベルは1 Pa（100万分の1気圧）以下であり、数
cmの上下動を測定できる水準である。ここまで気圧センサの高性能化が進むと、ユーザーの身体運動の測
定などが可能になるので、これまでとは異なる使い方・応用が広がると期待できる。

MEMS技術の応用として重要なものに弾性波フィルタがある。これはセンサではなくスマートフォン等のア
ンテナとベースバンドプロセッサの間に使われるRFフロントエンドモジュール（RFFEM）に使われるキー部
品であり、その役割は特定のバンド（周波数帯）を選択することであるが、MEMS技術によるBAW（Bulk 
Acoustic Wave）フィルタが大量に用いられ、MEMS最大の商品となっている。弾性波フィルタは、科技日
報による中国の「ボトルネック技術35」の7番目に掲載され、米国・日本からの供給が止まるとスマートフォ
ンなどを製造できなくなるため、中国が国産化を熱望しているハイテク製品の1つである。そのため、中国で
は弾性波フィルタのための開発と工場建設への投資が過熱しており、数十社が取り組んでいる。

	● 化学センサ
大部分の化学センサは、センシング対象の化学物質を吸着し、それによる周波数変化、質量変化、歪（変

形）、抵抗/導電性変化などを測定する。化学センサを高感度にするには、感能膜等の化学物質の吸着性を
上げる必要があるが、そうすると化学物質が脱離しにくくなり、またセンシング対象の化学物質以外の化学物
質も吸着しやすくなるため、時間応答性、感度安定性、バイアス安定性などが悪くなる。これらは吸着を用い
る化学センサの本質的な課題であるため、特定の応用に必要な性能をバランスよく実現することが重要になっ
てきている。例えば、1回だけ使用するのか、IoT応用で長期間モニタリングするのか、目的に最適な化学セ
ンサの特性やセンシングシステムの設計が求められる。

揮発性分子を長期間安定的にセンシングする上で、多湿環境によるセンサの劣化や感度変化が非常に大き
な課題であるが、最近はこの課題を克服するための研究が盛んになっており、主に以下の3つの戦略で行わ
れている。①センサ材料表面への貴金属/疎水性有機分子修飾や温度変調を行うことで、センサ自体の水分
に対する影響を抑制する。②水分や温度による影響を考慮してセンサ応答を読み取るモデルを構築する。③
ガスライン中でセンサの手前にCaCl2 などの吸湿剤を設置する。特に3番目はどんなセンサを用いた場合でも
汎用的に使用できる点で優れており、長期間利用可能な吸湿剤の開発が望まれる。
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我々の身の回りに存在する様々な化学的な分子情報・データを分子識別センサを介してサイバー空間に長
期的に蓄積することで、新たな学術領域と産業分野が生み出されることが期待されている。時空間的に多成
分が相互作用しあう複雑な現象（例えば、生体活動）に対して、新しい切り口で現象を解明するアプローチ
として注目されている。この研究アプローチでは、データを継続的に計測・蓄積することが本質であるため、
現在は物理センサによる研究が主に進展しているが、堅牢な人工嗅覚センサのような化学センサを介して分子
情報を時空間情報として長期的にデータ蓄積できれば、その社会的なインパクトは計り知れない。分子情報
の中でも、揮発性分子群（匂い：嗅覚）は、非侵襲的な長期的な連続データ計測に最も適したアプローチで
あり、今後の発展が期待される。

	● 光学センサ
イメージセンサ分野では、最新の技術で製造されるハイエンドセンサは大規模なB2Bビジネスの中でメー

カー企業とユーザー企業の間でカスタマイズされ、デジタルカメラシステムやスマートフォンに搭載されている。
汎用IoTソリューション向けには、仕様が公開され入手しやすいミドルレンジからローレンジのセンサを利用
するのが合理的である。すでに汎用電子パーツとして多様なイメージセンサを入手することが可能であり、そ
れらの中には単なるイメージングだけでなく、モーション検出や顔認識といった付加機能を備えるものもある。
イメージセンサ分野において研究開発途上、あるいは最近実用化された新しい技術もあり、これについては『注
目動向』で記載する。

2020年に始まった新型コロナウイルス感染拡大においては、ネットワークを介した情報集約を必ずしも伴
わない場合もあるが、センサ搭載型IoT機器の需要が生じた。代表的なものとしては、非接触型体温計（半
導体赤外線センサ）、CO2 濃度計（光学式CO2センサ）、酸素飽和度計（光学式SpO2センサ）、タブレット
端末型来訪者体温計測システム（イメージセンサと半導体赤外線センサ）などがある。これらの一般向け装
置類に利用されるセンサ技術の大半は光学センサを中心とする技術であり、すでに実績のある光学センサ技
術を採用したシステムが普及した側面が強い。

	● 量子センサ
単一ダイヤモンドNV 中心の光検出磁気共鳴（Optically Detected Magnetic Resonance, ODMR）が

1997年に初めて報告されてから、ドイツとアメリカを中心に政府資金による基礎研究が強力に進められ、磁
場、電場、温度、圧力、pHなどのセンシングにおいて従来技術（超伝導量子干渉計（SQUID）磁気センサ、
光ポンピング（OPM）磁気センサ、蛍光分子イメージング、高速AFMなど）を凌ぐ可能性が見いだされた。
また最近、ダイヤモンドの表面近傍に配置したNV中心により、ダイヤモンド基板上の分子の核磁気共鳴

（NMR）分光にも成功しており、ミクロ領域での分子構造化学を開拓する基礎分析ツールになると期待され
ている。 NVision（ドイツ）、SQUTEC（ドイツ）、 QNAMI（スイス）、QZABRE（スイス）、Quantum 
Diamond Technologies Inc.（米国）、Hyperfine（米国）、Quantum Brilliance（オーストラリア）など、
基礎的な知財をおさえた上で当該分野の先駆者を擁するスタートアップが多数立ち上がっており、今後数年の
うちに市場が確立されていくと考えられる。中国は10年ほど前からNV中心の研究を本格的に実施している。
日本では、筑波大や産業技術総合研究所が材料面において当該分野の発展に大きく貢献してきた。

（4）注目動向
［新展開・技術トピックス］

	● MEMS技術・センサ
MEMSはこれまで広くセンサに用いられ産業的にも成功を収めているが、最近は圧電材料をはじめとする

技術の進歩、および量産に耐えられる加工装置の登場によって、LiDARなどに用いられる走査型マイクロミ
ラーデバイスやMEMSスピーカなどの新しいMEMSアクチュエータが実用化されつつある。 ADAS
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（Advanced Driver–Assistance Systems）・自動運転用LiDARには多くの参入者がおり、その研究開発競
争は熾烈を極めており、投資またはリソースを確保できないプレーヤは脱落しつつある。MEMSスピーカが狙
う用途は市場が拡大しているTWSイヤホン（2021年に2億台以上生産）である。 TWSイヤホンの高級機に
はウーハーとツイータの2つのスピーカが搭載されているが、MEMSスピーカが最初に置き換えを狙うのはツ
イータであり、MEMSスピーカの採用によって小型化・低消費電力化が可能になる。なお、多くのTWSイヤ
ホンには、片耳に2つまたは3つのMEMSマイクロフォン、MEMS加速度センサ、タッチセンサなどが搭載さ
れてセンサの塊となっている。

MEMS技術を用いた超音波デバイスは、静電容量式のcMUT（Capacitive Micromachined 
Ultrasonic Transducer）と圧電式のpMUT（Piezoelectric Micromachined Ultrasonic Transducer）
に大別され、両方式とも医療応用、特に患者自身による検査とリモート医療のために、集積回路と一体化さ
れたチップが開発されている。米国のベンチャー企業（Butterfly Network、EXOなど）では独自の携帯型
超音波撮像デバイスを開発し、診断・医療データ集積・活用ビジネスを行おうとしている。このような超音波
トランスデューサチップは、医療画像を取得するためセンサの有効面積は2～3 cm四方程度と大きい。この
ような大きなチップを、MEMS量産で一般的な8インチウェハで製造すると、ウェハ毎のチップ取れ数が少な
くなってしまうため、Butterfly Networkはファウンドリと協力して製品を12インチウェハで製造するための
開発を行っている。

	● 化学センサ
近年、金属酸化物や有機高分子などに替わる新たなガスセンサ材料として、金属有機構造体（MOF）が

注目されている。 MOFは金属と有機配位子を組み合わせて作製した配位高分子であり、多孔性と多様性、
設計性の高さから、設計次第でMOFが有する孔とガス分子との相互作用の精密制御が可能である。これま
で課題とされていた導電性MOFの合成やMOFのデバイス実装に関する技術が発展したことで、ガスセンサ
材料としての利用が急速に進んでいる。例えば、2019年にMengらはMOFガスセンサを利用して、高湿度
環境において、低濃度のガス分子（0.3 ppmのNH3、20 ppbのH2S、1 ppbのNO）をセンシングするこ
とに成功している。また、キラルな有機配位子を有したMOFセンサによるエナンチオマー選択的なセンシン
グや、MOFセンサを複数組み合わせた人工嗅覚センサによる類似骨格を持つ芳香族ガス分子の判別なども
報告されている。今後は感度や選択性だけでなく、長期間安定駆動が可能な堅牢性を実現するためのMOF
設計戦略が鍵になる。

化学センサによって食品から揮発する分子群を計測し、食品の状態をモニタリングすることで食の安全や
フードロス削減を実現する技術が注目を集めている。鮮魚や精肉といった劣化の早い食品はもちろん、青果

（野菜・果物）や加工食品についても適熟期間（食べ頃）や安全性（腐ったりしていないか）の卸や小売店
での判定が強く求められている。従来技術では、青果物の状態は光を用いたセンサ（基本的に糖度と色の評
価）によるモニタリングか破壊的な検査が中心であり、揮発分子センシングは非破壊に多様な情報を取得で
きる技術として期待されている。基礎研究レベルでは化学センサを用いた食品揮発分子のセンシングも数多く
実証されている。

	● 光学センサ
高機能光センサ・イメージセンサ技術はIoTソリューション向けとして技術革新が進んでいる。特に近年実

用化され普及したあるいは普及しつつあるものとして、①3Dイメージング技術（パターン光を利用した測距イ
メージング）、②TOF（Time of Flight）方式測距機能イメージング技術、③LiDAR（Light Detection 
and Ranging）技術、④SPAD（Single Photon Avalanche Diode）センサ技術、⑤偏光イメージセンサ
技術がある。①～③は重複する要素があるが、いずれも制御された光源と光センサによって構成されるもので
ある。 PC、スマートフォンやタブレットなどからの近距離の顔認識やモーションキャプチャには、光源から2
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次元的に制御されたパターン光を被写体に照射して、得られた画像をもとにした3D構造解析を行う方式（①
3Dイメージング技術）が利用される。また、自動運転等で利用や屋外を含む環境で比較的長距離（数m～
数百m）の位置把握を行うことも、センサユニットから照射した光が戻ってくるまでの時間を計測する②TOF
方式や③LiDARが可能となっている。

④のSPAD技術は、半導体イメージセンサにおいて超高感度・高速計測を実現することのできる要素技術
である。アバランシェフォトダイオードは、高電圧をかけた半導体フォトダイオードで感度増倍を行うものであ
り、光通信などで広く用いられてきた。アバランシェフォトダイオードをイメージセンサ画素に搭載して実用化
に至ったのは近年の大きな進歩である。 SPADセンサは高感度・高速性に優れるため、特に②や③との親和
性が高い。

⑤の偏光イメージセンサ技術は、従来の入射する光強度と光の波長の情報に加え、入射光の偏光方向を取
得することにより、被写体の情報（材質や面の向きなど）を取得することができるようになる。2019年にソニー
より市販の偏光イメージセンサが実現され、ファクトリーオートメーションやセキュリティ用途などでの応用が
期待されている。

	● 量子センサ
近年、ダイヤモンドの表面近傍に配置したNV中心により、ダイヤモンド基板上の分子の核磁気共鳴（NMR）

分光に成功したことに加え、Qdyne（quantum heterodyne）法などの新規な手法についても開発が進み、
高い周波数分解能でNMR信号を観測することが可能になってきている。2021年には、ハーバード大グルー
プがパラ水素を用いた核スピンの超偏極手法（SABRE）を用い、6.6 mTの磁場強度において0.5％の分極
を実証した。これは同磁場において、ボルツマン分布よりも5桁も分極が多くなることに相当し、1 mMの濃
度の10 pLの量の分子を検出することに相当する。

生命現象や細胞内環境を精密計測するための超高感度センサとしてダイヤモンドナノ粒子が注目されている。
ナノダイヤモンドを用いることで、例えば生体内のpHや温度の計測や、高感度なウイルス検出が報告されて
おり、今後の生命科学応用が期待される。

［注目すべき国内外のプロジェクト］
米国では、MEMSセンサ関係としてDARPA（Defense Advanced Research Projects Agency）が

MEMS技術を管轄するMicrosystems Technology Office（MTO）を設置し、継続的に研究開発プログ
ラムを推進している。特に、兵器の定位やナビゲーションに必須の慣性センシング技術とクロック技術を含む
PNT（Positioning, Navigation, and Timing）技術を重視し、高性能ジャイロスコープ、量子センサ、量
子クロックなどのプログラムが行われている。

欧州では、フランスのLeti、ドイツのフラウンホーファー研究機構、フィンランドのVTT、スイスのCSMC
などの大型研究拠点がMEMS・マイクロシステムの研究を主導し、それらを中心に大学がネットワーキングさ
れている。 Letiは200 mmウェハの試作ラインを有し、開発技術の量産への移行、および量産ラインでの課
題の解決に強みを有するが、新しい独自技術の研究開発にも熱心で、スタートアップを継続的に生み出してい
る。ドイツでは、FMD（Research Fab Microelectronics Germany）プログラムによって、合計13のフ
ラウンホーファー研究所とライプニッツ研究所に3.5億ユーロが投入され、マイクロエレクトロニクスの研究開
発インフラが整備・更新された。化学センサ関係としては、新型コロナウイルス感染症の感染者を判別するた
めに、人工嗅覚センサによる呼気診断研究が欧州やアメリカ、中国などで行われ、オランダでは合計4510人
から取得した呼気を利用した比較的大規模な試験が行われた。この試験では、7種類の金属酸化物半導体ガ
スセンサからなる人工嗅覚センサで取得した呼気パターンを利用して、感度98–100％、特異度78–84％で新
型コロナウイルス感染者の判別に成功している。量子センサ関係では、Quantum Flagshipが2018年から
進められており、ASTERIQS（Advancing Science and Technology through diamond Quantum 
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Sensing）（2018～2021年）がダイヤモンドNVセンサのプロジェクトとして行われ、ダイヤモンドNVセン
サによるナノレベル高空間分解能磁気センサ、電池モニタリングシステム開発、小型NMRなどの開発がなさ
れた。また、医療応用（心血管疾患）へ向けたダイヤモンドNV中心を用いた核スピン超偏極を目指すプロジェ
クトとして、MetaboliQs（2018～2021年）も行われた。

中国では、IT機器や無線通信機器のキーデバイスであるMEMSの国産化を進めるため、中央政府と地方
政府が主導し大きな投資が行われている。これらの投資は網羅的であり、半導体デバイスやMEMSについて、
欧米とデカップリングしても困らないように、サプライチェーンの全てを中国内で完結させる方針がみえる。中
国最大のMEMSの研究機関は、中国科学院上海微系统与信息技术研究所（SIMIT）であり、傘下に複数
の研究所や企業を有し、学位も授与する巨大な組織である。上海に200 mmウェハラインを有する研究拠点
SITRI（Shanghai Industrial µTechnology Research Institute）もSIMIT傘下にある。

日本では、量子センサ関係として、2018 年度より開始された文部科学省の「光・量子飛躍フラッグシップ
プログラム（Q–LEAP）」の中で、ダイヤモンドNV中心による磁気センサ応用を目指したプロジェクトが進
められており、脳磁計などの医療応用や、電池やパワーデバイスの電流・温度をモニタリングするシステム開
発がターゲットとなっている。また、2020年度より、量子科学技術研究開発機構を代表機関としたQ–LEAP
量子生命Flagshipプロジェクトが立ち上がり、ナノダイヤモンド中のNV中心を用いた医療への応用研究開
発などが行われている。

（5）科学技術的課題
MEMS技術・センサの中心的な技術的課題は、チップ面積や消費電力を大きくせずにセンサのS/N比を上

げること、強力なアクチュエータを実現すること、現実的な方法で異なる要素を集積化することなどである。
高い性能を出すためには、高度な微細加工・集積化技術が必要であり、着実な研究開発によって産業的価値
のある基盤技術を維持・進歩させつつ、研究施設を動かし、その上で新規アイデアを比較的小投資で試みる
ことが望まれる。　MEMSでは“One Device, One Process, One Package”という言葉があるように設計と
プロセスとが切り離せないが、欧米では複数のデバイスに対応する有力なプロセスプラットフォームがいくつ
か登場し、それらによる欧米発のデバイスが高いシェアを占めるようになった。このような状況で、日本が
MEMSデバイスの高性能化、低消費電力化、高集積化といったメインストリームで勝負するには、プロセス
プラットフォームの改良・革新が欠かせない。

化学センサの中のガスセンサについては、性能に関わる重要な科学技術的課題がいくつかあるが、実用化
を考えると選択性と堅牢性は特に着目すべきである。天然の嗅覚受容体は高い選択性を有しているが、それ
を人工的に利用したガスセンサは非常に脆弱である。一方、金属酸化物半導体ガスセンサは堅牢性に優れて
いるが、選択性が低い。選択性と堅牢性の両立は非常に困難な課題であるが、ブレークスルーを起こすため
にはそのデバイス設計が重要である。また、食品モニタリングの応用に向けては、水分子と検出対象となる分
子群に対する識別能や、低価格で長期間（理想的には数年単位）に渡って安定的に動作するセンサ材料・デ
バイス設計技術が必要となる。さらに、近年のデータ解析技術の発展普及により、空気中の揮発性有機化合
物（VOC：Volatile Organic Compounds）が有する成分情報が医学・工学分野において極めて有用であ
り注目されているが、IoTセンシングデバイスによって得られるVOC組成データは、ガスクロマトグラフィ等
の大型機器を用いたものと比較すると、データの量・質ともに遥かに劣っているため、優れた濃縮技術の開
発とともに検出感度、擾乱耐性、分子識別能の飛躍的な改善が必要である。

量子センサにおいては、脳磁計などの非常に高い感度を要求される応用に対しては、さらなる高感度化が
要求され、手法および物質科学的な改善が必要である。手法による高感度化では、環境からのノイズの低減
などのための量子プロトコル開発などが今後の課題として挙げられる。物質科学的な改善では、ダイヤモンド
のさらなる高品質化やNV中心の効率的な生成技術開発などが挙げられる。実用化の観点からは、如何に安
価にするかが重要であり、小型化・集積化技術の開発が重要である。 NV中心においては、光学的なスピン
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状態の初期化と検出が主流であるが、電気的な制御と検出の技術開発が今後の課題として挙げられる。また、
ダイヤモンドの高速成長技術、大面積化などの研究開発も長期的に取り組むべき課題である。

（6）その他の課題
設置と維持に大きな資金投入が必要なMEMSの作製に必要な半導体研究施設は、研究費に限りがある以

上は集中的に設置せざるをえないが、運営方法については十分に検討していく必要がある。例えば、ナノテク
プラットフォーム事業では、研究開発施設側はユーザーへのサービス提供に注力し、自らの研究開発や共同
研究は行わないことで、研究の多様性や前例のないほどの多くの成果が得られた。産業に直結した研究開発
を行うべき研究拠点に対しては、従来の競争的資金による研究や施設整備がそぐわないことから、基盤部分

（全体の3割程度）を公的資金によって支えるといった議論も必要であろう。
物理センサから始まっているセンサ内である程度のデータ処理を行うin–sensor computingの化学センサ

システムへの展開を進めるためには、材料からアルゴリズムまでを包括的に考えた対応が必要であり、情報工
学（演算アルゴリズム）分野、材料・デバイス分野、集積回路分野の連携が必要である。例えば、食品モニ
タリングについては、食品の種類ごとに対象となる分子群や計測・保管環境、最終的に得たい情報（糖酸度
や含まれる栄養など）が大きく異なるため、センサのユーザー側（農家とつながりのある卸業者等）とセンサ
材料・デバイス研究開発者との密な連携に基づく研究実施体制が不可欠である。

新型コロナウイルスの人工嗅覚センサによる診断研究に関して、実用化するのに十分な判別精度が得られ
ていない原因の一つとして、データ数の不足が挙げられる。これは世界規模で同一の人工嗅覚センサを使っ
て呼気データを取得し、かつその情報を共有することで解決できる。これを達成するためには、世界的に信
頼性を認められる感度・長期安定性を両立した人工嗅覚センサを開発すると同時に、その測定データを簡単
に共有できるシステムも構築することが必要になる。

イメージセンサの製造技術面においては、継続的な技術革新が進み製造技術が高度化しており、最新のイ
メージセンサ技術を備えた企業（ソニーと韓国サムスン）以外ではカメラや携帯電話向けのハイエンドイメー
ジセンサを製造することはできなくなっている。アカデミアや新規参入を考えている企業が新たな機能の光学
センサの研究開発を進めていくためには、先端半導体プロセスの利用が可能な共用施設の整備や試作サービ
スが期待される。

量子技術の人材が不足しており、中長期的な観点からはアカデミアのみならず産業界においても人材教育
と人材確保は重要な課題と考えられる。量子センサは、センサに関する知識や量子物理の他、それを取り巻
く材料科学、生命科学、情報工学等の幅広い知識の習得や、理論からシステム開発まで見渡せる力が必要で
ある。量子技術、量子情報科学に興味をもつ学生は増えているにもかかわらず、大学での既存のカリキュラム
では必ずしも対応できていない点が課題である。また、今後の拡大する市場において、早い段階から企業の
関心を惹きつけ新たな市場創生につなげるためにも、アカデミアと企業関係者との間で量子技術に関する最
新技術と動向を共有することも重要である。
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（7）国際比較

国・地域 フェーズ 現状 トレンド 各国の状況、評価の際に参考にした根拠など

日本

基礎研究 〇 →

・MEMS関係の主要国際会議での論文数は多いが、多くの大学研究者
の興味がMEMSデバイスの高性能化、低消費電力化、高集積化といっ
た研究開発のメインストリームや産業技術から離れつつある。若手研
究者の層は比較的厚いが、彼らがメインストリームや産業技術を習得
できる機会は少ない。また、企業からの基礎的な研究報告が少なく
なっている。

・集積センサ技術開発で、NIMS（MEMS+感応膜）、豊橋技科大学
（CMOS+感応膜）、東京大学（シリコンデバイス+金属ナノ構造、堅
牢な分子識別界面 +集積化センサ）、慶應大学（堅牢なセンサ回路設
計）などの活動が活発に なっている。

・イメージセンサ技術においてはアカデミアにおいても静岡大学や東北大
学など、メーカーに劣らぬ高いレベルの技術を提言できるグループが
存在する。

・Q–LEAPの中で、量子センサ関係の研究が行われている。また、JST
さきがけ「量子技術を適用した生命科学基盤の創出」が発足し、一部
のテーマでNV中心を用いた研究が進められている。

応用研究・開発 ○ →

・日本のデバイス・モジュールメーカの実力は高く、弾性波フィルタ、自
動車用慣性センサなどに強みがあるが、デバイス化・製品化に向けた
研究開発が低調になっている。

・I–PEX、パナソニック、レボーン、コスモス電機、コニカミノルタ、太
陽誘電などの企業で、集積センサ、匂いセンサなどの研究開発を進め
ている。

・イメージセンサ製造技術においてソニーが世界トップを走っている。機
能性においてもAI搭載センサや偏光イメージセンサなど高度化したセ
ンサを実現しており、優位性は製造技術にとどまらない。 LiDAR関連
技術においては自動車メーカーの牽引力もある。

・Q–LEAP量子計測・センシング技術領域では、脳磁計などの医療応用
や、電池やパワーデバイスの電流・温度をモニタリングするシステム開
発が行われている。

米国

基礎研究 ◎ →

・研究者の層が厚く、研究開発のスペクトルは広く、新しい発想は米国
から出てくることが多い。実力のある有名大学、Stanford大学、カリ
フォルニア大学 Berkeley校/Davis校/Irvine校、ミシガン大学、
Georgia工科大学などは、MEMSデバイス研究のメインストリームや
ベンチャ起業でも高い実力を見せている。

・BERKELEY SENSOR & ACTUATOR CENTER など、多くの大学で
応用を意識した 基礎研究がなされている。

・イメージセンサ、化学センサをはじめとする各種センサ技術への研究意
欲とスペクトルの広さは依然として旺盛である。

・ハーバード大学を中心に、NV中心の磁場計測や、ナノ粒子による温
度計測の実証研究など、研究が活発に行われている。

応用研究・開発 ◎ →

・InvenSense、SiTimeなどに続く成功しそうなベンチャ企業が次々と
現れている。シリコンバレーでは、この分野への投資熱も高い。

・On Semiconductor社（Aptina社買収）、OmniVis ion社、
STMicroelectronics社など、複数のメーカーが光学センサの高い技
術力を備え、IoT向けセンサなどミドルレンジセンサに関して層が厚い。
またapple社、Microsoft社やintel社などの3Dイメージング技術の
有力ユーザーも存在する。

・ハーバード大学を中心に、神経電流の DC 磁場の計測など、NV中心
のスピンをプローブとしたイメージング技術開発が進められている。

欧州 基礎研究 ◎ →

・欧州では応用研究志向が強く、基礎研究と応用研究は一体的に進めら
れている。特に実力のある研究拠点は、論文発表にプライオリティを置
いておらず、論文からだけでは実力を測れない。

・化学センサの基本的な検討だけでなく、集積回路と一体化の検討に関
して は米国以上に活発になっている。

・EPFLやIMECなどがイメージセンサ技術研究において存在感を維持し
ている。

・単一ダイヤモンドNV中心の光検出磁気共鳴（ODMR）が1997年に
初めてドイツから報告されて以来、ドイツを中心に先駆的な研究がなさ
れている。
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応用研究・開発 ◎ →

・Robert BoschのMEMSセンサでの地位はゆるぎない。その王者たる
技術力は簡単に追いつけるものではない。同社は社内で活発な研究開
発を行いつつ、シリコンバレーやフラウンホーファー研究機構とも共同
研究を積極的に行っている。

・STMicroelectronicsはMEMSについて全方位の研究開発を実施して
おり、ベンチャ企業との繋がりも深く、新しいデバイス開発に積極的で
ある。

・フランスのLeti、ドイツのフラウンホーファー研究機構などは、世界的
に強力な研究機関であり、ベンチャ起業も比較的盛んである。

・集積化学センサ関係では、Sensirion 社（スイス）が金属酸化物アレ
イセ ンサを商用化し、JLM Innovation 社（ドイツ）が Technion（イ
スラエル）と共同で呼気からがんを検知する Sniffphone（20 種のセ
ンサアレイ利用）を開発している。

・infineon社、ams社が光センサ、イメージセンサメーカーとして製造
販売を行っている。

・MetaboliQs、ASTERIQSのプロジェクトでダイヤモンドNVセンサを
用いた磁気センサ、電池評価センサ、小型NMRなどの開発を進めて
いる。

中国

基礎研究 ○ ↗

・主要国際会議で中国の占める論文シェアがもっとも高く、1/3程度に
達することもあり、最近、研究の質量ともに急伸している。

・集積化学センサでは、北京大学で多種多様なナノ材料を用いた揮発性
化合物センシングを行っている。分子だけでなく、呼気中のウイルス等
の検出にも成功している。

・中国科学技術大学、香港中文大学から、NV中心を用いた磁場計測
やたんぱくのスピンラベルに関する研究が進められている。

応用研究・開発 ○ ↗

・MEMSやセンサの国産化の政府方針のもと、巨額投資が行われている。
多くの新興企業が登場し、科創板（中国版NASDAQ）に上場する企
業も現れている。

・現時点では、中国企業は技術とシェアで欧米企業に及ばないが、マイ
クロフォンと赤外線センサでは存在感を高めている。

・SMEC社、Silex社北京拠点、CR Micro社など、MEMSファウンド
リが充実してきた。

・IoT センサに関する研究開発センターが作られている。
・多数のメーカーが安価なグルコースセンサを製造するなど、ミドルレン

ジ以下のエレクトロニクスについてはあらゆる分野で極めて競争力が高
い。

・イメージセンサにおいても、他の半導体分野同様、西側諸国からの制
裁を受けながらも進歩を進めている。

韓国

基礎研究 △ →

・かつてセンサ・MEMSの研究で上位に位置していたが、実用化の成功
例に乏しいため、産業界や政府からの投資熱が冷めている。その結果、
分野に研究資金が行き渡らず、研究者層が薄くなっている。

・KAIST：Center for Integrated Smart Sensors を設立し、集積化
センサ の R&D を精力的に進めている。

応用研究・開発 △ →

・財閥系IT企業は、スマートフォン等に搭載するセンサ・MEMSをグ
ループ内で調達するべく、研究開発を行ってきたが、技術的蓄積と高
度人材が不足しており、成功例に乏しい。

・サムスンがイメージセンサ製造技術においてソニーと並ぶ世界トップレ
ベルの技術を有している。

（註1）フェーズ

基礎研究：大学 ・ 国研などでの基礎研究の範囲

応用研究 ・ 開発：技術開発（プロトタイプの開発含む）の範囲　

（註2）現状　※日本の現状を基準にした評価ではなく、CRDS の調査・見解による評価

◎：特に顕著な活動 ・ 成果が見えている 〇：顕著な活動 ・ 成果が見えている

△：顕著な活動 ・ 成果が見えていない ×：特筆すべき活動 ・ 成果が見えていない

（註3）トレンド　※ここ1～2年の研究開発水準の変化　

↗：上昇傾向、→：現状維持、↘：下降傾向
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関連する他の研究開発領域

・バイオセンシング（ナノテク・材料分野　 2.2.3）
・量子マテリアル（ナノテク・材料分野　2.5.5）
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